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▲9.28災害標柱（太田小学校）

▲「9.28災害浸水位図」

▲中山道太田宿 旧太田脇本陣改修記念
　切手帳（昭和61年10月1日）

　9・28災害で大きな被害を受けた旧太田脇本陣林
はやし
家住宅（国重要

文化財）は、昭和59年2月から国の指導による全面解体修理が行
われます。復元は嘉永3年の古図による組み立てを基本としながら
も、床下浸水を防ぐため建物を約15センチ地上げし、屋根は防火
面から銅板葺にするなどの変更も施されました。地域の文化交流の
中心であった太田宿を代表する建物は、元の威容を保ちながら、将
来に継承していくために災害を予期した設備が整えられたのです。


